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月

下

秋

思
（十
月
二
十
ロ
ロ
・
二
十
五
■
）

か

つ
て
、
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
様
々
な
事
業
が
中
止
や

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
文
化
を
取
り
巻
く
状
況
が
、

こ
れ
ほ
ど
厳
し
さ
を
増
す

こ
と
を

誰
が
想
像
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
何
も
解
ら
な
か

っ
た
春
先
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
感
染
リ

ス
ク
を
避
け
る
た
め
の
対
処
方
法
も
朧
気
乍
ら
見
え
始
め
て
き
た
。
事
業
開
催

の
方
法
を

探
り
、
た
と
え
小
さ
く
と
も
可
能
性
を
見
出
し
て
文
化
の
灯
を
消
さ
ず
、
未
来

へ
向
か

っ

て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
こ
の
事
業
を
開
催
し
た
。
季
節
は
ま
さ
に

《
秋
》
。
木
々
に
囲

ま
れ
閑
静
な
吉
香
茶
室
に
相
応
し
い
内
容
と
す

る
た
め
、

「月
下
秋
思
」

を
テ
ー

マ
に
選

び
、
概
ね
三
つ
の
事
業
を
開
催
し
た
。

《
呈
茶
席
》
小
さ
い
茶
室

（旧
茶
室
）

二
十
四
日
（煎
茶
▼

一
一十
五
日
（表
千
家
）

籠
か
ら
紅
葵
を
配
し
、
結
界
を
張
る
よ

う
に
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る

【月
下
秋
思
】

に
沿
う
よ
う
な
設
え
や
、
細
水
差
し
を
用

い
、
中
置
点
前
の
飾
り

つ
け
等
に
よ
り
秋

を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気
を
演
出
し
た
和
室

で
の
呈
茶
席
で
あ

っ
た
。

《
秋
の
誘
》
大
き
い
茶
室

（新
茶
室
）

二
十
四
日

・
二
十
五
日

蔵
重
　
伸

（池
坊
）
さ
ん
に
よ
る
華
道

作
品
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。

ア
プ

ロ
ー
チ

か
ら
玄
関
、
廊
下
か
ら
待
合
、
大
広
間
ま

で
、
大
小
様

々
な
作
品
を
配
置
し
、

メ
イ

ン
テ
ー

マ

【
月
下
秋
思
】
に
沿

っ
て
、
移

ろ
い
の
修
さ
の
中
に
も
、
命

の
力
強
さ
を

感
じ
さ
せ
る
空
間
を
創
出
し
た
。

《
朗
読
と
音
楽
の
タ
ベ
》
小
さ
い
茶
室
と
庭

二
十
四
日

・
二
十
五
日

嘉
音
（瀬
川
嘉
）さ
ん
の
朗
読
と
、

河
本

真
樹
子
さ
ん
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
、
藤
見
清

加
さ
ん
の
チ

ェ
ロ
の
演
奏
の
響
き
と
、
銀

色
の
月
の
光
と
や
や
鋭
利
さ
を
増
し
た
秋

気
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
感
性
と
経
験
と
創
造
の
融
和
の
中
に
浸

る
心
地
よ
さ
に
酔
い
し
れ
た
我
々
が
、
確

か
に
そ
こ
に
居
た
。

朗
読
さ
れ
た
の
は
、

「落
葉
」
（ポ
ー
ル

・
ヴ

ェ
ル
レ
ー
ヌ
）

（上
田
敏

・
訳
）

「月
」
（上
田
敏
）

「ピ
ア
ノ
」
（芥
川
龍
之
介
）

「悪
魔
」
（芥
川
龍
之
介
）

「ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」

（宮
沢
賢
治
）

二
十
四
日
の
み

「注
文
の
多
い
料
理
店
」

（宮
沢
賢
治
）

一
一十
五
日
の
み

演
奏
さ
れ
た
の
は
、

「ア
ヴ

ェ

。
マ
リ
ア
」
（グ
ノ
ー
）

「Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」
（バ
ツ
ハ
）

「秋

の
歌
」
（チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
）

「タ
イ
ス
の
瞑
想
曲
」
（マ
ス
ネ
）

他
の
曲
で
あ

っ
た
。

（北
川
年
明

記
）

ψ
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例 1剪回 矧団由1貝班僧鋼

10月 2日 ～4日 第24回合同クラフト展   10月 25日 第64回市民俳句大会 3月 19日 ～21日 第10回岩国市水墨画展

/   
キ ー

烹 募 ↑ ＼ /   
■

一 =求
⌒

小
島

な
お
短
歌

研
究
会

入
賞
作
品

（新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
誌
上
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
）

【１
席
】

前
を
行
く
軽
ト
ラ
の
ナ
ン
バ
ー
三

一
五
刺
繍
糸
な
ら
う
す
み
ど
り
色
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
順
子

見
る
と
も
な
く
見
て
し
ま
う
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
。
き

っ
と
手
芸
の
好
き
な
作
者
な
の
で
し
ょ
う
。

Ｆ
〓

五
」

と
い
う
数
字
か
ら
、
刺
繍
糸
の
色
番
号
を
連
想
し
た
飛
躍
の
自
在
さ
。

「う
す
み
ど
り
色
」
が
芽
吹
き
の
よ
う
に
柔

ら
か
く
や
さ
し
く

一
首
を
彩
り
ま
す
。

【２
席
】

海
臨
む
特
室
ほ
め
て
あ
し
た
限
の
手
術
す
る
人
置
き
て
帰
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
雅
子

「特
室
」
は
病
院
の
特
別
室
の
こ
と
と
読
み
ま
し
た
。
海
の
見
え
る
部
屋
に
入
院
す
る
人
を
見
舞
う

一
場
面
。
限
を

病
む
そ
の
人
に
は
窓
ご
し
の
海
が
作
者
ほ
ど
に
は
見
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「ほ
め
て
」
の
ち

「置
き
て
帰

り
ぬ
」
に
至
る
内
面
の
機
微
を
思
い
ま
す
。

【３
席
】

昨
今
の
事
情
に
は
じ
ま
り
閉
店
と
お
礼
の
言
葉
が
理
髪
の
ド
ア
に
　
　
　
　
　
　
　
　
村
本
瑳
智
香

地
元
で
長
く
愛
さ
れ
て
い
た
理
髪
店
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ド
ア
に
貼
ら
れ
た
閉
店
の
お
知
ら
せ
に
は
、
丁
寧
な
文

章
で
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
感
謝
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
何
年
あ
る
い
は
何
十
年
に
渡
る
人
と
人
と
の
歳
月
が
、
簡
潔

な

一
首
の
余
白
に
滲
み
ま
す
。

「好
き
だ
ろ
う
」
竹
筒
ぽ
う
の
熱
鯛
を
そ
そ
ぎ
去
り
た
り
竹
の
香
残
し

着
て
は
脱
ぎ
脱
い
で
は
着
し
て
姿
見
に
明
日
を
た
し
か
む
春
の
願
祭

十
五
夜
を
仰
ぐ
ベ
ラ
ン
ダ
逝
く
時
に
手
を
つ
な
ぎ
し
祖
母
手
放
し
し
母

点
滴
の
針
を
刺
せ
る
場
所
も
う
な
く
て
窓
に
張
り
付
く
ヤ
モ
リ
見
て
い
る

真

っ
裸
わ
た
し
を
洗
ふ
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
二
人
め
か
も
腹
ふ
く
ら
み
て

工
場
の
自
販
機
の
声

「頑
張
っ
て
気
を
抜
か
な
い
で
ご
安
全
に
」

真
二
つ
に
切
ら
れ
て
並
ぶ
白
菜
に
陽
の
射
し
く
れ
ば
黄
に
炎
だ
つ

正
木
　
富
子

木
村
　
桂
子

好
本
　
幸
恵

石
井
久
美
子

片
原
　
政
子

福
森
ト
ミ
ヨ

藤
伊
　
花
子
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栄 えあ―る.1史1賞 おめでとうございます
H月 3日 (火・祝)に 岩国市と岩国市文化協会の合同で表彰式を行いました。
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前
列
右
よ
り

福

本

　

紫
泉

沖
本
　
歌
叡

京

子

藤
間
　
浄
子

菅

源
　
右

近

（代
理
）

山
本

　

一
遊

田
村

　
順
玄

岸
村
　
　
進

（代
理
）

島
崎
　
陽
子

都
留
　
宏
子

御

庄
　
堂
代

三
才
流
盤
景

岩
国
錦
晃
会

智

美

本寸
ナII

月ヽ

野

０
岩
国
市
文
化
協
会
表
彰
０

久
　
催
　
賞

久
能
賞
は
、
初
代
会
長
で
あ
る
久
能
寅
夫
先

生
の
顕
彩
会
か
ら
の
寄
付
金
を
基
金
と
し
て
、

文
化
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
他
の
模
範
と
な
る

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

個
人

島
　
崎
　
陽
　
子

（ス
タ
ジ
オ
美
の
小
径
）

丈

化

功

鯨
賞

文
化
功
労
賞
は
、
文
化
振
興
、
協
会
、
加
盟

団
体
の
発
展
に
永
年
貢
献
し
、
功
績
が
あ
っ
た

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

個
人

菅
　
源
　
右
　
近

（菅
源
流
剣
詩
舞
道

岩
国
支
部
）

（草
笛
短
歌
会
）

（藤
間
流

藤
津
会
）

（草
月
流
岩
国
）

（武
者
小
路
千
家
山
口
官
休

〈
ム
岩
国
支
部
）

団
体

三
才
流
盤
景
岩
国
錦
晃
会

（華
道
）

丈
化
美
助
賞

文
化
奨
励
賞
は
、
芸
術
文
化
の
分
野
で
高
い

評
価
を
受
け
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
個

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

沖 個
人

（筑
紫

樹
音
の
会
）

（岩
国
ジ
ャ
ズ
バ
レ
エ

研
究
会
）

/1ヽ福
　
本
　
紫
　
泉

（岩
国
文
化
書
道
院
）

●
岩
国
市
表
彰
●

丈
化
功

鯨
賞

岩
国
市
文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆

さ
ん
の
ご
紹
介
で
す
。

個
人

山斥
　
村
　
　
　
進

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
錦
川
環
境

教
育
学
会
）

田
　
村
　
順
　
玄

（岩
国
演
劇
研
究
会

「劇
団
の
ん
た
し

山
　
本

　
一　
遊

（書
道

一
遊
会
）

占

口
ふ

丈

化
功

鯨
賞

安

東

榮

一

地
域
丈
化
功
労
芳
表
彰

（大
部
科
学
人
ｋ
永
彰
）

宮
　
本
　
歌
千
穂

（敬
称
略
）

（五
十
音
順
）

村 御 藤 都

川 庄 間 留

京 蜜 浄 宏

子 代 子 子

野 本

智 歌

美 叡
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令
莉

〓
年
鷹

■
宮
城
会
岩
国
寿
三
の
会

第
二
回
邦
楽
演
奏
会

年

一
回
、
門
下
生
の
温
習
を
兼
ね
て
地

歌

・
筆
曲

の
発
表

の
場

を
作

っ
て
い
ま

す
。
夏
場
に
か
け
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
落
ち
着
き
、
イ
ベ
ン
ト
等
開

催
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
公
表
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、

こ
れ
ら
に
沿

っ
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

小
人
数
で
す
が
、
古
曲
や
宮
城
道
雄
作

の
曲
を
中
心
に
、
な
る
べ
く

一
人
弾
き
で

マ
イ
ク
を
使
わ
な
い
生
音
で
の
演
奏
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

争
や
三
味
線

の
音
楽

は
、
和
室
で
発
達
し
て
き
た
の
で
、

で
き

る
だ
け
そ
れ
に
近
い
環
境
で
お
聴
き
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
装
な

っ
た
吉
香
茶
室
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
場
所
で
心
地
よ
い
緊
張

と
と
も
に
演
奏
で
き
ま
し
た
。

（浜
川
呼
月

記
）

螂

―

配間

□

圏

団

■
写
団

「
の
ら
犬
」
写
真
展

毎

年

開

催

し

て

三

十

五

年

目

に

な

る

我

が

写

真

展

で

す

が
、

今

年

は

、

開

催

が

危

ぶ

ま

れ

る

中

、

な

ん

と

か

開

催

す

る

運

び

と
な
り
、
そ
ん
な

中

沢

山

の
方

々

に
、
ご
覧

に
な

っ

て
頂

き
ま
し

た
。

会
員

一
同
や

っ
て
よ
か

っ
た
と
、
胸
を

な
で
下
ろ
し
て
お
り
ま
す
。

折
角

一
年
か
け
て
撮
る

一
枚

一
枚
は
、

分
身
の
思
い
で
す
か
ら
、
見
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、

こ
れ
に
勝
る
作
品
作
り
の
喜
び

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も
、

こ
こ

一
年
の
撮
影
の

し
づ
ら
さ
は
、
カ
ヌ
ラ
マ
ン
に
と

っ
て
は

大
変
で
、
会
員
の
皆
も
大
変
苦
労
し
ま
し

た
。

こ
れ
を
良
い
方
向
に
考
え
て
、
今
か

ら

一
年
、
会
員
は
な
お

一
層
努
力
し
て
、

次
な
る
写
真
展
に
向
け
て
頑
張

っ
て
い
こ

う
と
、
会
員

一
同
奮
起
し
て
お
り
、
皆
様

に
い
い
作
品
を
見
て
頂
け
る
よ
う
、

い
い

シ
ャ
ツ
タ
ー
を
押
し
続
け
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

（篠
原
芳
弘

記
） 体

活

動

紹

介

■
岩

国
祭

刻
会

五
周
年

記
念

作

品
展

二
十
周
年
を
迎
え
た
岩
国
象
刻
会
が
、

象
刻
体
験
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
始
め

て
五
年
に
な
り
ま
す
。

錦
帯
橋
ゆ

か
り

の
独
立
性

易
禅
師

が

「日
本
象
刻
の
祖
」
で
あ
り
、
岩
国
の
歴
史

に
沢
山
の
文
化
を
残
し
た
事
を
学
ん
だ
会

員
達
が
、

「象
刻
林
験
」
を
通
し
て
皆
様
に

象
刻
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
え
た
五
年

間
で
し
た
。

そ
の
間
、

日
々
自
分
の
作
品

創
り
を
楽
し
み
、
技
術
を
磨
い
て
き
ま
し

た
。そ

の

一
生
懸
命

の
作
品
を
観
て
い
た
だ

け
た
こ
の
展
示
会
に
は
、
自
由
な
発
想
で

仕
上
げ
た
印
影
の
数
が
約

一
五
〇
点
に
も

な
り
ま
し
た
。　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
観
覧
者

三
五
二
人
と
象
刻
体
験

一
六
四
人
の
皆
様

を
迎
え
、
会
員

一
同
感
動

の
展

示
会

で
し
た
。

今
後
も
象
刻

の

面
白
さ
を
伝
え

な
が
ら
、
後
継

者

の
育
成
に
励

み
た

い
と
思
い

ま
す
。

（大
石
紗
蓼

記
）

正
派
紫
陽
会
第
四
十
九
回
筆
曲
発
表
会

コ
ロ
ナ
禍
厳
し
き
中
、
令
和
三
年

一
月

十
七
日
、
ホ
テ
ル
か
ん
こ
う
に
て

〈発
表

会
）
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
私
を
見
張

っ

て
い
る
で
あ
ろ
う

コ
ロ
ナ
と
相
談
し
な
が

ら
Ｈ
演
奏
は
二
時
間
以
内
、
演
目
は
七
曲

ま
で
、
出
演
は
希
望
者
の
み

（総
勢
六
十

三
名
で
し
た
）

Ｈ
と
決
め
ま
し
た
。
従
来

よ
り
か
な
り
小
規
模
の
会
と
な
り
ま
し
た

が
そ
の
分
ゆ

っ
た
り
と
構
え
、
中
身
の
濃

い

（発
表
会
）
で
あ

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

お
客
様
方
は

「最
近
は
何
も
か
も
中
止

で
、
気
が
変
に
な
り
そ
う
で
す
。
よ
う
こ

そ
こ
の
様
な
会
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
」

と
大
変
お
よ
ろ
こ
び
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
折
、
尺
八
諸
先
生
方
の
御
賛
同
、

又
市
関
係
の
御
後
援
が
い
た
だ
け
ま
し
た
事
に

対
し
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（長
嶺
雅
紫
穂

記
）
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受

賞

者

の

紹

介

◎
岩
国
市
民
俳
句
大
会
　
　
（十
月
二
十
五
日
）

市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
津
教
恵

「帰
省
子
の
ま
づ
寝
そ
べ
り
し
青
畳
」

◎
岩
国
市
民
短
歌
大
会
　
　
　
　
（誌
上
大
会
）

市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
金
光
紀
代
子

コ
豆
ご
飯
炊
ぎ
て
あ
り
ぬ
独
り
居
の

姉
は
逝
き
た
り
戸
締
り
も
せ
ず
」

◎
山
口
県
川
柳
大
会

（岩
国
市
民
川
柳
大
会
）

（誌
上
大
会
）

山
口
県
知
事
賞
　
　
　
　
　
　
　
田
中
博
美

「人
間
が
群
れ
て
漂
う
火
の
匂
い
」

ほ
か
五
句

雪
の
岩
国
城

（横
山
）

写
真

・
田
中
ち
づ
子

（写
団
「の
ら
犬
し

新

◆
岩
園

百
景

今琴口2年度 市美晨 文化協会長貸

硼
“

縮

彫
刻
・
工
一〓
デ
ザ
イ
ン
　
一
般

森
　
都
子

書
道

高
校弘

中
光
咲

書
道
　
一
般村

上
芳
舟

写
真
　
一
般廣

木
敏
子

絵
画

一
般

神
日
か
ず
み

絵
画

古尿
Ⅸ弘

中
聖
輝

（敬
称
略
）

文
化
協
会
行
事
報
告

（令
和
一一年
度
）

令
和
２
年

４

月

１９

日

小
島
な
お
短
歌
講
演
会
↓
中
止

（受
賞
作
品
は
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

第

一
回
理
事
会

代
議
員
会

（書
面
表
決
）

二
〇
二
〇
年
度
山
口
県
文
化
連
盟

総
会
（書
面
表
決
）

岩
国
市
文
化
協
会
文
化
功
労
賞
等

選
考
委
員
会

久
能
賞
選
考
委
員
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

６
月

Ｈ
日

７

月

２８

日

７

月

３０

日

１０

月

１５

日

１０

月

２４

日

。

２５

日

Ｈ
月
３
日

月
下
秋
思

岩
国
市
文
化
協
会
文
化
功
労
賞
等

表
彰
式
典

錦
帯
橋
芸
術
祭

７

月

２８

日

Ｈ
月
７
日

令
和
３
年

２
月
２５
日

第
四
回
理
事
会

■
『
岩
国
市
文
化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』

会
員
の
皆
様
の
催
し
物
、
活
動
状
況
、

新
規
会
員
の
募
集
等
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

発
信
し
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
情
報

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「岩
国
市
文
化
協
会
在
∪

検
索

文
化
協
会
役
員
紹
介

（令
和
一一年
度
）

顧
　
問

名
誉
会
長

〈
本
　
　
三Ⅸ

副
会
長

理
事
長

理
　
事

監
　
査

評
議
員

参
　
与

福
田
　
良
彦

藤
谷
　
光
信

安
東
　
榮

一

宮
本
歌
千
穂

江
村
　
恒
子

藤
本
秀
規
誉

北
川
　
年
明

石
井
　
寿
浩

平
田
　
博
英

森
　
　
香
翠

島
津
　
教
恵

弘
兼
　
安
雄

中
谷
　
久
江

岩
澤
　
幸
子

藤
永
　
具
視

宮
本
歌
穂
湖

正
鬼
　
　
宏

藤
間
勘
津
代

竹
本
　
員
風

菅
源
　
右
光

市
岡
　
萬
邦

田
村
　
晴
月

志
谷
　
怜
子

土
屋
　
賦
雄

上
田
　
　
博

マ
サ
キ
ユ
ミ

上
河
内
寿
夫

河
口
　
郁
史

平
田
　
博
英

福
多
歌
寿
紀

廣
重
　
光
風

賀
屋
　
悦
山

柳
澤
　
静
子

岩
見
屋
　
健

石
川
　
善
久

常
務
理
事

新 吟 邦 能 邦 合 音 演 短 俳 書 美  洋
舞 剣 舞 楽 楽 唱 楽 劇 歌 句 道 術  舞
踊 詩

舞

民
謡

茶
道

華
道

盆
栽

歌
謡

力
と
フ

映
像

高
校

美
術

邦
楽

（令
和
三
年
二
月

一
日
現
在
）
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